
ブロックサイエンス 2022  2/21 第 21回授業（下前 2） 4年目 

ライントレースをしてみよう 2 

 

今回は前回に引き続きライントレースに挑戦していきます。 

前回取り組んだ内容は覚えているでしょうか。 

センサーの前の色によって左右にロボットを動かすことで、ロボットをラインに従って走らせることができま

す。 

センサーの値によって動きを変えるプログラムを作成しましょう。条件分岐命令を使います。 

やり方が思い出せない人は前のワークシートを確認しましょう。 

 

地面に敷いた大きな円の上にロボットを置き、作成したプログラムを実行するとロボットは線に沿って走り

ました。線から外れると線の上に戻るでしょうか。子供たちはうまくいかないところを試行錯誤して直してい

ました。 

 



 

 

上手くいったのが確認できたら、円を反対向きに走らせます。右カーブと左カーブの両方で走れるかを確

認しましょう。 

 

大きな円に沿って走らせることができたら、次は複雑なラインに挑戦しました。今度のラインはさっきのも

のよりも細く、カーブが急です。 

 

そのままのプログラムではカーブを曲がり切れずラインを突き抜けてしまいます。 

確実に進むためにロボットがゆっくりと鋭い角度で回るように設定しましょう。 

子供たちは様々な設定を試して確実にロボットを進ませられるように工夫していました。 

 

 

それでは、次回をお楽しみに！ 
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